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①研究課題名 円形脱毛症におけるサイトカイン・ケモカイン解析 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

2010 年以降に新潟大学皮膚科で円形脱毛症と診断され、皮膚生検を行っているもしくは保存

血清がある患者さん 

③概要 

2010 年 4 月 1 日以降に新潟大学皮膚科で円形脱毛症と診断され、皮膚生検を行っているもし

くは保存血清がある患者さんの皮膚生検組織や保存血清を用いて円形脱毛法の病態解明や治療法

の開発を目指す研究です。 

AA の診断の際に皮膚生検を行った患者さん、血液検査を行った患者さんが対象になります。 

なお、研究対象者は研究に参加したくない場合には以下の問い合わせ先に連絡をすることで拒否す

ることが出来ます。また、拒否をしても診療には影響はありません。 

④申請番号          2024-0274 

⑤研究の目的・意義 円形脱毛症は典型的には円形から類円形の脱毛斑を生じる後天性かつ非

瘢痕性の脱毛症であり、生命予後は良好な疾患です。しかし、特に重症

例では患者の身体イメージが損なわれ、精神的苦痛となるばかりかその

学校・社会生活を困難にし、生活の質（Quality of Life：QoL）を低下

させうるため治療への切実なニーズが存在します。円形脱毛症の病態に

は IL-15 や IFN-γが重要な役割を果たすとされており、近年 JAK 阻害

薬が円形脱毛症に対して保険適用となったことから患者の予後は改善さ

れ、QOL の改善に繋がっています。一方、そもそも JAK 阻害薬を使用

しないと改善しない症例なのかどうか、JAK 阻害薬で改善しない症例に

対する治療法の選択肢が乏しいこと、JAK 阻害薬をいつまで使用するか

が定まっていないなど臨床的な課題が非常に多いのが現状です。 

 本研究では、これらの課題を解決するために円形脱毛症患者の血清、

皮膚生検組織検体におけるサイトカイン、ケモカインの解析を行い JAK

阻害薬が著効するバイオマーカーや AA の新規治療法候補になりうるバ

イオマーカーの探索を行います。本研究は、依然として治療選択に様々

な課題を有する円形脱毛症の治療選択、治療開発に繋がる意義のある研

究と考えています。 

⑥研究期間 倫理審査委員会承認日から 2030 年 3 月 31 日まで 

⑦情報の利用目的及び

利用方法（他の機関へ

提供される場合はその

方法を含む。） 

新潟大学皮膚科で皮膚生検を施行した円形脱毛症の患者さんの組織標本

を利用します。また、保存血清がある患者さんの場合には血清を使用さ

せていただきます。日常診療で行った検査データ、診療記録を使用し、

サイトカイン・ケモカイン解析のデータと臨床症状の相関を調べます。



なお、提供していただく情報については、氏名や診療番号を消していわ

ゆる匿名化を行うことにより個人が特定できないようにします。また、

得られたデータが医学の発展になる場合に個人が特定できない状態で学

会発表や論文化する可能性があります。 

⑧利用または提供する

情報の項目 

皮膚生検組織、血清、診療録にあるデータ（年齢、性別、血液検査所見、

臨床症状など） 

⑨利用する者の範囲 新潟大学および以下の共同研究機関等で利用いたします。 

新潟大学 皮膚科 林 良太、佐藤もも、武居慎吾、阿部理一郎 

○10 試料・情報の管理に

ついて責任を有する者 

新潟大学 皮膚科 林 良太 

○11 お問い合わせ先 本研究に対する同意の拒否や研究に関するご質問等ございましたら下記

にご連絡をお願いします。 

所属：皮膚科 

氏名：林 良太 

Tel：025-227-2282 

E-mail：rh19840629@med.niigata-u.ac.jp 

 


